
当研究所では所員の研究発表や意見交換のための所員研究会を開催しております。
研究者向けの研究会ですが、一般の参加もできますので、興味のある方は是非お越しください。

※ご記入いただいた個人情報は、当研究所業務に関する情報提供・運営管理に活用させていただき、第三者に提供することはありません。

The Owl and the Alexander: 
The Birth of International Currencies, c. 500–100 BCE

フクロウとアレクサンドロス—
国際通貨の誕生（紀元前５世紀から１世紀まで）

6月 8日 火

【お問合せ先】 公益財団法人アジア成長研究所（AGI） 担当：谷村 ℡ 093-583-6202 E-mail: asia@agi.or.jp

お名前・ご所属・お電話番号を明記の上、
下記アドレスへメールを送信してください。

詳細▶

オンライン（ZOOM）
※インターネット環境とPC
やスマートフォン、タブレット
が必要です。

国際通貨を、発行主体の主権が及ばない領域において流通する支払手段だと見なせば、世界
史上最初の国際通貨は、アッティカ本位テトラドラクマ銀貨（Attic standard tetradrachm）で
あったと考えられる。それは、紀元前５世紀から１世紀まで、東地中海および近東貿易において
広く使われた。本論文では、古典期から継続的に発行されたアテネの「フクロウ銀貨」と、ヘレ
ニズム期に発行されたアレクサンドロス銀貨に焦点を当て、アッティカ本位テトラドラクマ銀貨
が国際通貨として広く受け入れられるようになった過程と要因を、歴史的、経済学的に分析する。
当該貨幣を国際通貨とならしめた要因として、発行主体（アテネ、マケドニア王国）の初期政治
力、貨幣を裏付ける経済資源の規模、貨幣供給量の規模と弾力性に加え、硬貨成分の純度、量、
一貫性に関して確立された持続的な評判（reputation）が挙げられる。銀の量と一貫性が疑われ
るようになったとき、国際通貨としての地位は失われた。評判の重要さは、近代の国際通貨にも
通じることである。

日 時 会 場

お申込み

office@agi.or.jp

◆ 15:00～15:45 講 演
◆ 15:45～16:00 質疑応答

◆ 言 語：資料・発表ともに英語
◆ 参加費：無料

開催前日までにこちらよりご参加用URLを
メールにてお送りします。

髙木 信二 氏 [AGI特別教授・大阪大学名誉教授]
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